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人 ロ

号

男 2,018人

女 2,077人

計 4,095人

8月
世帯数

1,108世帯

(52.7.31現在）
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共栄の養蚕団地

図 3．道路の状況 (52.7.1道路台帳から）

租芳Ij
肱川 町 宇和川地区

路線数 糸念延長 足各線数 総延長

国 道 1 11.7km 1 4.4km 

県 道 4 37.6 2 16.0 

町 道 70 91.3 22 37.8 

農 道 42 39.6 10 8.4 

材木道 6 9.9 1 2.3 

合計 123 190.1 36 68.9 
※町道・農道・林道は、 4、5級線を除いたものである。

図4..土地の利用状況（国土調査の成果から）

S.52.3 

大字別 宅地 田 畑 山林 その他 計 備考

宇和川分 ず 21 ha 14 ha 44ず 6炉 549 ha 小畑井、萩の尾
汗生、道の尾

名荷谷 7 59、 55 813 59 993 上森山、山槌
協生、嘉城、共栄

中居谷 4 22 35 250 15 326 中居谷

計 14 102 104 1,506 142 1,868 

構成比 1 ％ 5 ％ 5 ％ 81 ％ 8 ％ 100 % 
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宇
和
川
地
区
み
て
あ
る
記

「
昔
は
、
よ
く
知
っ
て
い
た
隣
部
落
で
も
、
い
ま
行
っ
て
み

る
と
、
道
路
が
で
き
て
い
た
り
、
山
が
畑
に
な
っ
て
い
た
り

し
て
、
変
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
」

こ
ん
な
経
験
を
さ
れ
た
人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

い
ま
で
は
、
生
活
に
潤
を
も
た
せ
る
た
め
、
み
ん
な
が
真
険

に
考
え
、
よ
り
豊
か
な
暮
し
を
求
め
て
日
進
月
歩
で
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
肱
川
町
の
玄
関
宇
和
川
地
区
の
「
み
て
あ

る
記
」
を
ご
招
介
し
ま
す
。

四
十
八
年
以
降
の

人
口
減
少
率
鈍
化

宇
和
川
地
区
の
人
口
を
十
年
以
上
が
減
っ
て
い
る
（
図
1
)。

前
と
比
べ
て
み
る
と
、
約
二

0

宇
和
川
地
区
の
人
口
は
、
年

打
減
っ
て
い
る
。
町
全
体
の
減
別
に
み
る
と
、
町
全
体
と
ほ
ぼ

少
率
（
二
五
％
）
よ
り
低
い
。
同
じ
傾
向
で
減
少
し
て
い
る
が
、

小
畑
井
部
落
の
人
口
は
、
十
四
十
八
年
以
後
は
、
オ
イ
ル
シ

年
間
で
半
減
し
て
お
り
、
萩
の
ョ
ッ
ク
で
不
況
の
た
め
か
、
減

尾
、
山
槌
部
落
は
、
三
分
の
一
少
率
が
鈍
化
し
て
い
る
（
図
2
)。

遊
休
地
の
活
用
な
ど
土
地
の

高
率
的
利
用
が
望
ま
れ
る
。

耕
地
は
わ
ず
か
に＿ 

割

道
路
延
長
は
七

0
キ
ロ

宇
和
川
地
区
は
、
面
積
で
も
一
級
ー
三
級
線
だ
け
で
約
五
〇

全
町
の
約
三

0
行
を
占
め
て
い
桟
に
の
ぼ
り
、
町
内
総
延
長
（
約

る
が
、
道
路
も
三
六
行
を
占
め
一
四
〇
桟
）
の
三
六
行
を
占
め

そ
の
延
長
は
七
〇
且
に
及
ん
で
て
い
る
（
図
3
)。

い

る

。

そ

の

他

四

ー

五

級

線

の

通

学

国
道
と
二
つ
の
県
道
の
う
ち
路
や
産
業
道
路
が
あ
り
、
改
良

約
二
〇
艮
が
宇
和
川
地
区
に
属
を
要
す
る
路
線
も
少
な
く
な
い
。

し
、
町
道
、
農
道
、
林
道
は
、

宇
和
川
地
区
は
八

0
行
以
上

が
山
林
で
あ
り
、
耕
地
は
わ
ず

か
一

0
行
で
あ
る
（
図

4
)。

笞
込
笞
△
笞
え
笞
え
2
え
笞
え
2
0
h
.
e
笞
△
笞
え
笞
え
笞
え
笞
え
2
え
2
え
笞
え
笞
え
笞

区

画

整

理

で

も

の

通

学

を

考

え

て

、

「

お

前

な

ら
ど
う
す
る
」
「
住
め
ば
都
よ
」

省

力

化

と

い

う

人

も

あ

る

が

、

「
通
学
便

ー

汗

生

ー

利

の

い

い
所
へ
集
団
移
転
し
て

町
内
唯
一
の
町
民
運
動
場
か
通
作
よ
」
。

ら
、
町
道
高
砂
ー
石
原
線
を
上
小
畑
井
の
人
た
ち
に
と
っ
て

る
と
、
見
晴
し
の
よ
い
台
地
に
深
刻
な
問
題
が
訪
れ
て
い
る
。

出
る
。
平
担
地
は
、
殆
ん
ど
が
通
作
す
る
と
し
て
も
、
萩
の

水
田
で
、
い
ま
き
か
ん
に
区
画
尾
か
ら
小
畑
井
へ
通
じ
る
、
も

整

理

が

行

わ

れ

て

い

る

。

っ

と

近

い

道

路

が

ほ

し

い

と

こ

最
近
で
は
、
約
半
数
の
人
た
ろ
で
あ
る
。

ち
が
国
道
沿
い
に
居
住
さ
れ
て

い
る
。
警
察
官
駐
在
所
も
七
年

ほ
ど
前
赤
岩
か
ら
こ
こ
に
移
っ

こ。f
 あ

な
た
な
ら

ど
う
す
る

ー
小
畑
井
ー

汗
生
か
ら
毛
頭
坊
の
山
腹
を

走
る
町
道
を
三
キ
ロ
ほ
ど
行
く

と
小
畑
井
に
出
る
。
山
狭
に
七

戸
が
点
在
し
て
い
る
。
い
ま
小

学
校
へ
通
う
子
ど
も
は
一
人
も

い
な
い
。

や
が
て
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

庄
屋
屋
敷に

住
む

ー

萩

野

尾

ー

国
道
か
ら
少
し
上
っ
た
と
こ

ろ
に
人
家
が
集
っ
て
い
る
。

「
昔
の
庄
屋
の
屋
敷
に
み
ん

な
が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の

よ」。こ
の
附
近
は
、
肱
川
沿
線
で

は
最
も
広
い
盆
地
が
水
田
と
な

っ
て
い
‘
る
。

こ
こ
に
も
、
人
家
へ
通
じ
る

車
道
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

図 1.部落別戸数と人口
（宇和川地区）

42年 52年
部落名

戸数 人口 戸数 人口

小畑井
p 人 p 人， 43 7 23 

萩野尾 12 39 8 23 

汗生 29 106 27 82 

道野尾 21 92 19 88 

上森山 33 149 29 120 

山槌 31 117 26 78 

協生 34 161 32 137 

嘉城 27 123 26 105 

共栄 38 188 37 143 

中居谷 64 315 59 260 

計 298 1,333 270 1,059 

毎年 5月31日現在住基台帳から
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「
す
ぐ
近
く
を
流
れ
る

豊
富
な
肱
川
の
水
を
な
ん

と
か
で
き
な
い
も
の
か
」
。

水
に
不
自
由
を
し
て
き

た
道
の
尾
の
人
た
ち
の
夢

は
実
現
し
た
。
開
田
で
あ

一

る
。
こ
の
と
き
か
ら
道
の

尾
尾
の
人
た
ち
の
生
活
は
変

予
っ
た
。

里道

昔

か

ら

道

の

尾

は

「タ

一
立
ち
も
よ
け
て
通
る
よ
う

な
と
こ
ろ
で
」
夏
の
畑
作

は
殆
ん
ど
収
獲
で
き
な
か

―― t
っ
た
。

つ

「

二

0
戸
余
り
の
者
が
、

変
四
箇
所
の
井
戸
水
を
頼
り

こ
く
ら
し
て
お
っ
た
の
よ
」
。

力ゞ
i

し

「

そ

が

い

な

け

ん

田

は

道
の
尾
に
は
八
畝
ほ
ど
し

か
な
か
っ
た
い
」
「
殆
ん
ど

、らV
の
者
が
川
向
う
（
大
洲
市
）

で
の
田
を
あ
た
っ
て
作
っ
て

田
お
っ
た
が
、
三
分
の
一
か

ら
二
分
の
一
く
ら
い
は
年

貢
に
払
い
よ
っ
た
の
よ
」
。

開

と
こ
ろ
が
十
五
年
前
（
昭

和
三
六
年
）
「
大
瀬
で
は
高

い
所
へ
水
を
吸
み
上
げ
て

田
に
し
た
」
と
い
う
話
を

図 2.人口のうごき（住基会帳

力‘り）
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聞
き
、
み
ん
な
で
視
察
し
て
、

開
田
の
運
び
と
な
っ
た
。

中
野
開
田
と
同
じ
頃
で
あ
る
。

い
ま
、
道
の
尾
に
は
、
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
で
き
、
開

田
に
よ
り
飲
料
水
は
増
え
、
さ

ら
に
森
林
組
合
の
苗
畑
か
ん
水

を
利
用
し
て
消
火
栓
ま
で
完
備

さ
れ
て
い
る
。

米
を
買
っ
て
く
ら
し
て
い
た

道
の
尾
の
人
た
ち
は
、
半
分
以

上
の
米
を
売
っ
て
く
ら
す
よ
う

に
な
っ
た
。

生
産
基
盤
が
で
き
、
当
時
と

し
て
は
思
い
き
っ
た
負
債
を
か

か
え
た
が
、
後
継
者
が
落
着
ぃ

た
。
開
田
事
業
の
償
還
も
今
年

で
終
る
。
い
ま
小
学
校
へ
通
う

子
ど
も
は
三
十
数
人
あ
り
、
正

山
小
学
校
の
三
分
の
一
は
道
の

尾
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。

＿ニ
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
＿

0

議
会
が
開
会
さ
れ
監
査

委
員
に
神
井
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

(
6
.
2
9

よ
り
）

0

正
山
小
学
校
の
土
俵
の

ま
わ
り
に
て
二
千
本
の
「
さ

つ
き
」
の
さ
し
木
…
…
…

高
令
者
事
業
正
山
老
人
ク

ラ
ブ

(
7
.
1
)

0

二
次
林
業
構
造
改
善
事

業
で
実
施
し
た
森
林
総
合

案
内
所
の
落
成
式
、
み
な

さ
ん
の
利
用
を
…

(
7
.

5

白
石
部
落
）

0

近
頃
、
肱
川
に
も
娘
さ

ん
か
多
い
、
あ
そ
こ
の
農

業
後
継
者
に
ど
う
じ
ゃ
ろ

か

(
7
.
6
結
婚
相
談
所

情
報
交
換
会
よ
り
）

0

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
肱

川
町
の
投
票
率
は
八

O・

二
九
％
で
八
幡
浜
県
事
務

所
管
内
で
第
三
位
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。

(
7
.
1
0
)

〇
暑
い
毎
日
か
続
く
な
か
‘

町
議
会
の
産
業
委
員
会
、

総
務
委
員
会
の
各
委
員
さ

ん
町
内
視
察
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
（
産
業
委
員
視

察

7
.
1
2
)

総
務
委
員
視
察

7
.
1
4
)

0

正
山
地
区
に
お
い
て
は

多
数
の
検
診
者
が
あ
り
ま

し
た
。
結
核
成
人
病
検
診

(
7
.
1
4
)
 

〇
肱
川
町
小
規
模
基
盤
整

備
事
業
に
つ
い
て
大
分
県

天
瀬
町
よ
り
来
町
、
午
後

は
両
町
の
農
業
後
継
者
が

意
見
の
交
換
を
行
な
い
、

「
オ
ラ
の
ま
ち
も
帰
っ
た
ら

や
る
ば
い
」
と
い
っ
て
視

察
を
終
り
ま
し
た
。

(
7
.

9
)
 

ー
0

七
月
に
入
っ
て
二
回
も

の
土
木
工
事
の
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
、
早
期
完

成
に
よ
り
み
な
さ
ん
の
利

用
を
…
…
工
事
に
つ
き
も

の
の
会
計
検
査
は
書
類
検

査
に
ズ
無
事
終
る

(
7
.

9
)
 

ー

--
"...., 
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役
場
も
あ
り

＿
一
面
よ
り
つ
づ
き
一

「
し
か
し
、
畑
を
全
部
開
田

H
i
去
p
土
3

い
ト
」

し

た

の

で

、

栗

畑

も

菜

園

場

も

ー

小

山

饂

gー
ー

ゎ

な

い

わ

い

な

あ

ー

。

」

昔

は

、

役

場

も

あ

り

、

医

者

．
一
部
に
は
、
た
ば
こ
を
つ
く
も
お
り
、
飲
食
店
も
三
軒
ほ
ど

ヽ

あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
い
ま
で

岱

ヵ
り
後
作
に
水
稲
を
つ
く
っ
て

じ
ぃ
る
人
も
あ
る
が
、
一
戸
平
均
は
、
中
学
校
も
統
合
に
よ
り
廃

三
五
ア
ー
ル
の
開
田
を
い
か
に
玲

E
5な
っ
て
、
農
協
事
業
所
や

ァ
し
活
用
す
る
か
が
、
道
の
尾
の
人
理
髪
店
な
ど
を
残
す
の
み
と
な

報
た
ち
の
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
宇
和
川
の
北
側
と

南
側
を
赤
岩
橋
が
結
ぶ
交
通
の

広
道
路
建
設す

す

む

要

所

で

あ

る

。

ー

上

森

山

ー

中

学

校

跡

は

縫

製

工

場

と

し

八
重
栗
に
は
、
最
近
ま
で
、
て
、
各
地
か
ら
主
婦
た
ち
を
集

醤
油
工
場
や
隔
離
病
舎
な
ど
が
め
て
い
る
。

ま
た
、
夜
間
照
明
施
設
を
備

大
ッ

在
荷
谷
、
宇
和
川
、
山
え
た
「
母
さ
ん
広
場
」
や
プ
ー

鳥
坂
の
接
点
で
あ
り
、
戦
後
間
ル
が
設
置
さ
れ
、
周
囲
の
人
た

も
な
く
正
山
小
学
校
区
か
ら
中
ち
の
家
族
ぐ
る
み
の
「
ふ
れ
あ

野
小
学
校
区
に
編
入
さ
れ
た
。
い
の
場
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て

他
の
部
落
よ
り
や

、
遅
れ
た
い
る
。

が
、
生
活
道
路
や
水
道
施
設
が

整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
大
成
（
山

槌
）
へ
の
連
絡
道
路
の
建
設
が
、

い
ま
進
め
ら
れ
て
お
り
、
産
業

道
路
と
し
て
の
活
用
が
期
待
ベ

れ
て
い
る
。

＾ ＾ 
瓜珠
(470) ^— |’ c 分

へ位

置名＾ I飼し荷
、ク

あ学口、

り校中
‘あ居

消り谷
防‘の

至急野l'1 d 団公中
詰民心
所館に

文
化
の
さ
と

ー
協
生
ー

（
第
四
分
団
）
な
ど
が
あ
る
、

唯
一
の
丘
陵
地
で
あ
る
。

正
山
小
学
校
々
庭
に
は
、
夜

間
体
育
照
明
施
設
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

昼
間
忙
し
い
主
婦
た
ち
の
「
集

い
の
場
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。養

蚕
に
賭
け
る

ー
共
栄
ー

肱
川
町
の
最
北
端
に
あ
っ
て
、

耳
取
峠
（
六

O
O
M
)
か
ら
西

方
へ
竜
王
山
（
五
五
九

M
)
、

京
の
森
（
五
四
八

M
)
へ
と
連

な
る
稜
線
を
背
に
し
て
、
五
十

崎
町
に
接
す
る
、
す
り
鉢
状
の

部
落
で
あ
る
。

中
居
谷
の
人
た
ち
は
、

道
路
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

早
く
か
ら
生
活
道
路
が
整

谷
備
さ
れ
、
い
ま
で
は
、
県

居
道
名
荷
谷
ー
山
鳥
坂
線
を

中

粟
太
郎
川
沿
い
の
両
斜
面
に
軸
に
、
道
路
が
循
環
し
、

人

家

が

点

在

し

て

い

る

。

ナ

9
山
腹
に
点
在
す
る
各
家
に

瓜
畦
に
は
、
丘
陵
地
を
開
い
通
じ
て
い
る
。

て
養
蚕
団
地
が
完
成
し
た
（
昭
ギ
U

す
り
鉢
の
底
（
弁
天
）

和
五
十
一
年
度
二
次
農
構
）
。

め
｝
が
循
環
道
路
の
要
と
な
っ

省
力
化
さ
れ
た
蚕
舎
が
四
棟
幽
呂
て
い
る
。

並
び
、
そ
の
周
囲
に
約
十
二
ヘ
ヌ
士

＿

十
数
年
前
ま
で
は
、
養

岳

ク
タ
ー
ル
の
桑
園
が
開
か
れ
て
蚕
や
畜
産
（
和
牛
）
農
家

多
く
、
牛
の
大
市
が
開

合複ゞ
〗
れ

い
る
。
既
設
の
桑
園
も
あ
り
、

七

戸

の

養

蚕

農

家

の

人

た

ち

は

、

、

郡

内

各

地

か

ら

牛

将
来
は
五

0
0箱
の
蚕
を
養
い
、
ナ
P
が
集
っ
て
く
る
ほ
ど
で
あ

四
0
0
0
万
円
の
生
産
を
上
げ

•

4二
っ
た
。

よ
う
と
養
蚕
に
賭
け
て
い
る

゜

健

れ

汀

[
[
[
[
[
:flJ
い

を
迫
り
、
労
働
力
の
流
出

五
十
崎
町
と
の

交

流

つ

づ

く

を

も

た

ら

し

た

。

ー

嘉

城

ー

ぃ

ま

で

は

、

た

ば

こ

、

し

い

共
栄
、
中
居
谷
部
落
と
と
も
た
け
、
栗
、
養
豚
な
ど
に
主
幹

に
五
十
崎
町
に
接
し
、
昔
か
ら
作
目
が
変
っ
て
き
た
。

五
十
崎
町
と
の
交
流
が
多
く
、
正
覚
を
中
心
に
た
ば
こ
耕
作

い
ま
も
、
こ
れ
ら
の
部
落
の
人
者
は
、
二
ニ
戸
が
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー

た
ち
は
、
買
物
、
医
院

へ
の
通
院
な
ど
五
十
崎

町
へ
出
る
人
が
多
い
。

中
居
谷
を
起
点
と
す

る
町
道
畦
の
ハ
ナ
ー
馬

ノ
バ

リ
線
は
、
嘉
城
の

集
落
ま
で
舗
装
も
終
り
、

集
落
か
ら
馬
ノ
バ
リ
へ

の
一
部
改
良
を
残
す
の

み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
線
と
河
辺
、
肱
川
、

五
十
崎
町
連
絡
道
（
耳

取
ー
京
の
森
ー
馬
ノ
バ

リ
）
と
の
連
結
は
、
産

業
道
路
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。

r
 

200頭の出品でにぎわった中居谷の牛市
S.40.9 

ル
の
舗
地
で
約
五
、

0
0

0
万
円
の
生
産
を
上
げ
て

い
る
。中

に
は
四
十
年
以
上
の

た
ば
こ
耕
作
者
も
あ
り
、

「
た
だ
こ
を
つ
く
る
に
は
、

先
ず
土
を
つ
く
ら
に
ゃ
あ

い
け
ん
」
「
土
を
つ
く
る
に

は
、
有
機
質
の
き
ゆ
う
肥

を
や
る
こ
と
で
、
た
ば
こ

の
連
作
も
で
き
る
の
よ
。
」

一．

た
ば
こ
農
家
に
は
、
い

一

ま
も
和
牛
が
数
頭
い
る
。

-

公
害
の
な
い
畜
産
経
営

一

の
た
め
に
も
、
畜
産
糞
尿

一

の
土
地
環
元
処
理
を
考
え

[

ね
ば
な
ら
な
い
と
き
が
き
て
い

る。
「
た
ば
こ
の
後
も
、
大
豆
で
も

そ
ば
で
も
播
く
こ
と
よ
、
手
間

を
か
け
ず
に
金
に
な
る
わ
い
」
。

畑
は
た
ば
こ
一
色
で
あ
り
、

さ
ら
に
後
作
を
考
え
て
遊
ん
で

い
る
畑
は
な
い
。

た
ば
こ
畑
に
も
モ
ノ
レ
ー
ル

が
登
場
し
た
。

あ
る
老
夫
婦
の
農
家
で
は
、

モ
ノ
レ

ー
ル
を
利
用
し
て
、
七

0
ア
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
る
。

二
本
の
レ
ー
ル
を
使
用
す
る

モ
ノ
ラ

ッ
ク
を
使

っ
て
い
る
人

も
あ
る
。
移
動
式
で
し
い
た
け

と
併
用
で
あ
る
。

中
居
谷
で
は
、
し
い
た
け
も

さ
か
ん
で
、
一
〇
ト
ン
（四、

0

0
0
万
円
）
以
上
の
生
産
を
上

げ
て
い
る
。

「
た
ば
こ
に
し
て
も
、
し
い
た

け
や
畜
産
に
し
て
も
、
百
姓
の

ば
く

ち

仕
事
は
み
な
博
打
よ
」
と
い
う

人
も
あ
る
よ
う
に
、
天
災
な
ど

を
考
慮
し
て
、
建
全
な
複
合
経

営
を
め
ざ
し
て
い
る
。

中
居
谷
を
囲
む
稜
線
に
、
河

辺
、
肱
川
、
五
十
崎
（
三
町
村
）

連
絡
道
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

耳
取
峠
か
ら
石
神
峠
、
竜
王

山
を
経
て
京
の
森
に
至
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
京
の
森
か
ら
馬
ノ

バ
リ
ヘ
連
絡
さ
れ
る
計
画
で
あ

る。
京
の
森
は
、
「
昔
か
ら
宇
和
川

小
富
士
と
呼
ば
れ
、
山
頂
に
は

高
地
神
社
が
あ
り
、
内
子
、
五

十
崎
方
面
か
ら
肱
川
町
へ
と
極

め
て
展
望
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ

る
」
と
肱
川
町
史
に
も
あ
る
よ

う
に
、
眺
め
は
絶
景
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
稜
線
の
連
絡
道

沿
い
に
は
、
平
坦
地
が
多
く
、

今
後
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
開
発
さ
れ
れ
ば
機
械
化
も

可
能
で
あ
り
、
急
斜
面
の
山
腹

を
耕
し
て
き
た
中
居
谷
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、
機
械
化
農
業
が

大
き
な
夢
で
あ
る
。

産
業
道
路
と
し
て
の

活
用
が
課
題

多
大
の
投
資
を
し
て
生
活
道
力
ま
た
活
用
で
き
る
産
業
道

路
を
建
設
し
た
宇
和
川
地
区
の
路
の
建
設
が
、
今
後
の
課
題
と

人
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
道
路
い
え
よ
う
。

を
い
か
に
生
産
に
結
び
つ
け
る

生産高のトップを占めるタパコ
S.52.7. 正覚にて

「
大
切
に
」
運
動
だ
よ
り

九
月
の
目
標
は

◎
生
き
が
い
の
あ
る
暮
し

•
お
と
し
よ
り
と
と
も
に

●
本
を
よ
も
う

●
趣
昧
を
生
ガ
子
う

一
人
く
ら
し
の
老
人
に
は

み
ん
な
て
声
を
か
け
ま

い
た
わ
り
を

冨5
って

ま
い
リ

ま＇す4̀
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(3) 広報ひじかわ

工事発注状況（建設課）
昭和52年度事業で発注 した工事と決定業者、工事

内容は次表のとおりです。

52.8.22 

入札 El 工 事 名 決定業者 事業量 事業費

7月6日 （団体栄農道新設工事）土地改良区
m 干円

上敷水 農 道 肱川建設 L = 398 9,440 

上森山第 2 II 川上建設 L = 169 7,900 

予子林 II 肱川建設 L = 279 12,180 

（団体営農道舗装工事）土地改良区

旦彰ク 地農道 愛媛舗道 L = 400 8,100 

小 A 居 II 東亜道路 L = 550 8,400 

大駄場 II 愛媛舗道 L = 820 9,900 

久 保 II II L = 500 5,900 

7月26日 （公共土木災害復旧工事）肱川町

町道上広常～野仁山線 上田建設 L = 25.o 4,792 

II 見の越～敷水線 肱川建設 L = 18.0 1,150 

II II II L=14.0 1,285 

II ムコウヤプ～上田線 上田建設 L = 10.0 600 

／， 宮の下～郷城線 II L = 6.0 382 

FF 弁天～テフガハザ線 富永建設
AL =4.0 450 B L=6.0 

II 怒田野尾口～怒田野尾線 川上建設 L = 3.0 260 

ff 曲田～嘉城線 II L = 20.O 1,100 

II サンナミ～小白木線 II L = 14.0 650 

＇， 高砂～金剛岩線 上田建設 L = 13.0 630 

／， 裔砂～金剛岩線 II L = 12.0 598 

／， 岩谷～松の久保線 肱川建設 L = 25.0 1,744 

II 久下～大屋敷線 上田建設 L = 25.0 1,334 

（山村振典特別対策事業）

森農道新設工事 上田建設 1=388.2 17,150 

（地方改善事業）

嘉城地区排水路工事 川上建設 L = 561. 0. 5,730 

敷水地区道路舗装 II 肱川建設 L = 369. O 5,330 

敷水地区給水設備 II イガヤ L =1,427 O 6,780 

（国補特改四種）（舗）

町道樽ケ内～峰峠線 愛媛舗道 L=600.0 10,770 

（県単、舗装工事）

町道滝山～奥小藪線 愛媛舗道 L=733.5 5,900 

／， 京造～見の越線 FL L = 255. O 2,940 

8月3日 （地域振典事業）肱川町
m' 

正覚集会所新築工事 三瀬建設 l棟95.055 5,430 

（地方改善事業）

広常集会所新築工事 宮本建築 1棟127.1 8,200 

三
年
間
毎
年
三
万
円
が

も
ど
っ
て
き
ま
す

「
住
宅
取
得
控
除
」

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
り
定
申
告
書
に
、
家
屋
の
建
築
確

建
売
住
宅
を
買
っ
て
住
む
と
、
認
通
知
書
の
写
し
、
登
記
簿
謄

税
金
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
話
本
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
書

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
類
を
添
え
て
申
告
し
な
け
れ
ば

は
、
「
住
宅
取
得
控
除
」
と
い
う
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
サ
ラ

マ
ン
こ
つ
い
て
は
、
三
年

制

度

で

税

務

署

に

確

定

申

告

ー

を
す
る
と
、
既
に
納
め
て
い
た
間
の
控
除
期
間
の
う
ち
二
年
目

税
金
が
返
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
と
三
年
目
の
控
除
は
、
年
末
調

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
‘
整
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を

〇
納
税
者
が
自
分
で
住
む
た
め
つ
く
る
と
か
か
る
税
金
に
「
登

に
、
着
工
又
は
購
入
し
た
床
録
免
許
税
」
と
「
不
動
産
取
得

面
積
一
六
五
面
以
下
の
新
築
税
」
が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
買

住

宅

で

あ

る

こ

と

。

っ

た

り

、

家

を

新

築

し

た

と

き

0
完
成
後
又
は
購
入
後
、
半
年
に
登
記
を
し
ま
す
が
、
そ
の
登

以
内
に
入
居
し
、
そ
の
年
の
記
の
際
に
登
録
免
許
税
が
か
か

末
日
ま
で
引
続
き
居
住
し
て
り
ま
す
。
自
分
の
住
宅
と
し
て

い

る

こ

と

。

使

う

こ

と

、

新

築

後

一

年

以

内

以
上
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
の
登
記
で
あ
る
こ
と
等
の
要
件

す
る
と
き
は
、
住
宅
の
床
面
積
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
不
動

三
・
三
面
当
り
千
円
、
最
高
三
産
価
格
の

O・
1

％
の
税
率
に

万
円
ま
で
が
三
年
間
、
既
に
納
な
り
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産
取

め
て
お
ら
れ
る
税
金
の
中
か
ら
得
税
は
県
税
で
、
不
動
産
を
取

毎

年

返

っ

て

き

ま

す

。

得

し

た

と

き

に

か

か

る

税

金

で

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
す
。
税
率
は
、
不
動
産
価
格
の

は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
の
確
三
％
で
す
。

鰐庭ムム
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3
A
 ＂リ"

学
校
だ
い
し

た，
．イ

ド
ヘ
イ
さ
ん

A

「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
あ

ん
た
は
末
子
じ
ゃ
け
ん
、
ま
だ

え
え
ほ
う
よ
。」
B

「
う
ち
ら
、

い
つ
も
畑
仕
事
で
、
勉
強
す
る

暇
な
か
っ
た
わ
い
。」
C

「
そ
れ

で
も
、
女
の
子
は
、
ま
だ
え
え

ほ
う
じ
ゃ
っ
た
。」

昭
和
五
十
一
年
九
月
二
十
五

日
、
母
の
七
回
忌
で
、
久
し
ぶ

り
に
兄
や
姉
が
集
っ
た
時
の
会

話
。
郷
里
に
住
ん
で
い
る
関
係

で
、
九
人
兄
弟
の
末
子
で
あ
る

が
、
墓
・
位
牌
の
か
か
を
し
て

い
る
。

A
は
六
十
五
歳
、

B
は

六
十
歳
の
姉
で
あ
り
、

C
は
六

十
八
歳
の
兄
で
あ
る
。
親
戚
一

同
あ
れ
こ
れ
と
話
題
が
は
ず
ん

だ
中
で
、
兄
や
姉
が
子
供
の
こ

ろ
、
近
所
の
人
が
、

「あ
あ
、

あ
の
イ
ド
ヘ
イ
さ
ん
と
こ
の
子

か
。
」
と
い
わ
れ
、
不
思
議
に
思

っ
て
い
た
話
ひ
と
し
き
り
。

話
を
総
合
す
る
と
、
以
下
の

よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
イ
ド

へ

イ
（
井
戸
・
塀
）
つ
ま
り
、
家

財
道
具
を
売
り
払
い

、
す
っ
か

ら
か
ん
。
残
っ
た
の
は
、
屋
敷

の
井
戸
と
塀
だ
け
、
完
全
な
一

正
山
小
学
校
長

村
上
末
張

家
没
落
の
こ
と
で
あ
る
父
祖

，ヽ

伝
来
の
田
畑
だ
け
は
手
離
さ
ず

に
済
み
、
や
っ
と
家
の
中
が
整

っ
た
こ
ろ
、
ま
た
ま
た
井
戸
塀

さ
ん
に
な
る
。
あ
げ
く
が
、
田

畑
・
屋
敷
ま
で
売
り
払
い
、
夜

逃
げ
同
様
、
総
勢
十
名
の
借
家

住
い
。
貧
乏
人
の
子
だ
く
さ
ん

で
、
す
ぐ
上
の
兄
（
戦
死
）
と

私
が
生
ま
れ
、
祖
母
が
健
在
だ

っ
た
た
め
、
十
二
名
の
大
世
帯

で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
も
ま

れ
に
も
ま
れ
て
育
っ
た
私
が
、

意
外
と
楽
天
的
な
の
は
、
母
か

ら
受
け
た
影
響
が
大
き
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
無
学
文
盲
の

母
、
井
戸
塀
さ
ん
の
張
本
人
で

あ
る
が
、
昔
と
し
て
は
、
か
な

り
の
教
育
を
受
け
て
い
た
ら
し

い
父
（
こ
の
父
と
は
、
生
前
ど

う
し
て
も
心
の
結
び
つ
き
が
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。）

両
親
に

つ
い
て
は
、

山
程
の
思
い
出
が

あ
る
。
こ
の
地
へ
来
て
、
地
域

の
人
達
の
地
道
な
生
活
を
見
る

に
つ
け
、
イ
ド
ヘ
イ
さ
ん
に
な

る
は
ず
が
な
い
と
、
つ
い
、
つ

ま
ら
な
い
身
内
の
恥
を
さ
ら
し

た
わ
け
で
あ
る
。

〇
助
産
費
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
が
出
産
を
さ
れ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

助
産
費
の
額
は
四
万
円
で
す

〇
葬
祭
費
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

葬
祭
費
の
額
は
一
万
円
で
す

手
続
き

出
産
の
届
出
又
は
死
亡
届
出

の
際
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
ま
だ

支
払
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に

は
役
場
町
民
課
に
お
申
出
下
さ

、。
し

む
し
暑
い
日
が
続
き
‘
胃

腸
の
具
合
が
気
に
な
る
食
中

毒
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

ー

こ
の
食
中
毒
に
は
二
つ
の

型
が
あ
り
ま
す
。

―
つ
は
細
菌
が
食
物
と
い

っ
し
ょ
に
口
か
ら
体
内
に
と

り
こ
ま
れ
、
体
内
で
繁
殖
し

て
中
毒
を
お
こ
す
感
染
型
、

も
う
―
つ
は
、
食
べ
る
前
に、

食
物
の
腐
敗
や
料
理
人
の
手

指
な
ど
か
ら
細
菌
が
食
品
に

移
り
、
こ
れ
が
食
品

土
U

内
で
繁
殖
し
て

毒

素

ン

J

を

作

り

、

こ

の

毒

素

ト

」

を
食
品
と

一

緒

に

食

を

し

べ
て

お

こ

す

毒

素

型

毒

こ中
お

で
す
。
感
染
型
に
は
、

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
腸

炎
ビ
ブ
リ
オ

、
病
原

合

三

大
腸
菌
な
ど
、
毒
素

型
で
は
ブ
ド
ウ
球
菌
が
代
表

的
な
も
の
で
す
。
一
言
で
食

中
毒
と
云

っ
て
も
、
か
な
り
、

そ
の
様
相
に
は
違
い
が
あ
る

わ
け
で
す
。

た
と
え
ば
感
染
型
の
も
の

は
、
食
べ
る
前
に
煮
沸
を
す

て
殺
菌
す
れ
ば
予
防
で
き
ま

す
が
、
、
毒
素
型
は
煮
沸
し
て

も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
が
お
こ
る
ま
で
の
潜

在
期
間
は
、
感
染
型
で
は
、

体
内
に
と
り
こ
ま
れ
た
細
菌

が
増
殖
す
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
の
で
、
症
状
が
あ
ら

わ
れ
る
の
は
十
ー
ニ
十
四
時

間
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
毒
素
型
で
は
四
＼

六
時
間
が
普
通
で
す
。
症
状

は
、
腹
痛
、
下
痢
、
お
う
吐

と
い
う
食
中
毒
の
三
症
状
は
、

ど
ち
ら
の
型
に
も
出
現
し
ま

す
が
、
感
染
型
で
は
、
こ
の

上
に
三
九
度
前
後
の
発
熱
を

伴
い
、
経
過
も
長
び
き
ま
す
。

毒
素
型
は
、
高
い
熱
は
少

な
く
、
経
過
も
一

ー

二
日
と
短
い
の
が
特

徴
で
す
。

食
中
毒
と
思
わ
れ

た
ら
、
次
の
よ
う
な

応
急
措
置
を
し
ま
し

よ、つ。1

・
医
師
に
連
絡

す
る
と
同
時
に
、

集
団
中
毒
の
場
合
に
は
、

役
場
に
も
連
絡
し
ま
す
。

2

・
毒
物
を
早
く
体
外
に

出
す
た
め
に
、
水
や
ぬ

る
ま
湯
を
飲
ま
せ
て、

胃
内
容
物
を
吐
き
出
さ

せ
ま
す
。

3

・
腹
部
は
冷
え
な
い
よ
っ

に
あ
た
た
か
く
し
ま
す
。

素
人
に
は
以
上
の
事
ぐ
ら

い
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
な
に

よ
り
も
予
防
に
気
を
つ
け
る

事
が
大
切
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
制
度
9

ー
助
産
費
と
葬
祭
費
ー

.. →彎



52.8.22 じ かわ (4) 

と
こ
ろ

と

き

九
月
九
日

十
三
時

1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

と
こ
ろ

受
付
時
間

母
親
学
級

と

き

九
月
五
日

1
八
日

ま
で
、
四
日
間

．
十
三
時

1
十
四

時
ま
で

肱
川
町
公
民
館

乳
児
健
康
相
談

と

き

九

月

七

日

十
三
時
1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

と
こ
ろ

婦
人
ガ
ン
検
診

学
修
内
容
赤
ち
ゃ
ん
の

育
児
と
沐
浴

ひ

ー

鹿

野

川

夏

ま

つ

り

ー

報

今

年

の

八

月

七

日

も

絶

好

の

お
祭
り
日
和
、
夏
空
に
映
つ
る

広
美
し
い
笹
飾
り
の
も
と
で
の
お

ま
つ
り
広
場
で
は
金
魚
す
く
い
、

う
な
ぎ
つ
り
、
ス
リ
ラ
ー
館
な

ど
が
催
さ
れ
、
大
人
も
子
供
も

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
は
し
ゃ
ぎ
、

陽
が
沈
む
に
つ
れ
て
、
盆
お
ど

り
人
々
の
顔
に
も
笑
み
が
こ
ぽ

れ
、
ま
つ
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、

花
火
を
打
揚
げ
る
こ
ろ
に
は
約

二
千
人
の
観
衆
、
肱
川
の
清
流

に
映
り
夜
空
に
は
七
色
の
花
が

咲
き
「
あ
っ
、
き
れ
い
だ
」
と

こ
う
し
た
よ
い
ん
を
残
こ
し
て

今
年
の
ま
つ
り
の
幕
を
と
じ
ま

し
た
。

；
~

恥
，

I
I

，
亡
＼

¥

i
,
＼
 

i'1' 

瀑

り
i

b
 

,
1
 

な
お
笹
ま
つ
り
の
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
は
七
人
の
審
査
に
よ

り
七
五
出
品
の
う
ち
よ
り
次
の

五
名
の
方
々
に
賞
状
と
ト
ロ
フ

ィ
ー
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

〇

弁

天

賞

金

森

勝

（
上
鹿
野
川
）

0
天
女
の
羽
衣
賞
和
気
マ
サ

（
下
鹿
野
川
）

0
夕

鶴

賞

冨

永

正

光

（
上
鹿
野
川
）

〇

牽

牛

賞

和

気

正

（
下
鹿
野
川
）

〇

織

姫

賞

兵

頭

ヤ

エ

子

（
下
鹿
野
川
）

夏
の
夜
空
に
七
色
の
花 おしらせの

ページ

ー，
 

去
る
七
月
三
十
一
日
と
八
月
当
町
で
も
大
人
も
子
ど
も
も

一
日
に
、
町
内
の
川
や
道
路
、
含
め
て
約
一
、
二

0
0
人
が
出

小
道
、
お
宮
な
ど
の
清
掃
奉
仕
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
川
、
道
路
、

活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
お
宮
な
ど
で
、
雑
草
木
の
刈
り

み
な
さ
ん
暑
い
中
ご
く
ろ
う
払
い
や
ナ
イ
ロ
ン
、
空
カ
ン
な

さ

ま

で

し

た

。

ど

の

除

去

を

行

な

い

ま

し

た

。

こ
れ
は
、
七
月
が
環
境
を
よ
こ
れ
を
機
会
に
一
人
一
人
が

く
す
る
月
間
に
な
っ
て
お
り
、
気
を
つ
け
て
、
川
に
ナ
イ
ロ
ン

県
内
全
域
で
河
川
等
の
清
掃
活
ゴ
ミ
な
ど
を
す
て
な
い
よ
う
に

動

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

し

ま

し

ょ

う

。
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小
規
模
基
盤
整
備
の

と
り
ま
と
め
お
わ
る

小
規
模
基
盤
整
備
事
業
等
の
に
つ
い
て
は
十
月
末
日
を
も
っ

要
望
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
し
て
締
め
切
り
ま
す
の
で
早
目
に

た
が
、
昭
和
五
十
二
年
度
施
工
森
林
組
合
へ
申
し
込
ん
で
下
さ

分
に
つ
い
て
は
締
め
切
り
ま
す
。
い
。

今
後
の
申
請
分
は
昭
和
五
十
三

年
度
実
施
に
な
り
ま
す
の
で
申

し
添
え
ま
す
。

今
ま
で
申
請
さ
れ
て
い
る
方

は
本
年
度
分
と
し
て
処
理
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
椎
茸
生
産
対
策
事
業
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行
政
相
談

と

き

九

月

五

日

九
時
1
十
六
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

0

人
権
法
律
相
談

と

き

九

月

十

四

日

十
時
ー
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

と
こ
ろ

昭和52年産麦類政府買入価格について。

本年生産の麦類の政府買入価格が次のとおりきまり

ました。

種 類 包装 量目 1 等 2 等 3 等 等外上

円 円 円 円

普通はだか麦

紙袋 30均 5,037 4,997 4,952 4,475 

（第 1類）

普通小麦

紙袋 30均 4,851 4,828 4,783 4,361 

（第2類）

大粒大麦

普通（第3類） 紙袋 25切 3,701 3,675 3,627 3,260 

小粒大麦

但し、包装代75円と検査手数料 l袋につき 5円を加えた額です。

◇心配ごと相談◇
“お気軽に相談所へ＂

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室
（肱川町社会福祉協議会）

こ
と
し
も
台
風
の
時
期
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

台
風
は
毎
年
八
月
・
九
月
に

日
本
に
近
づ
き
、
上
陸
す
る
こ

と
が
多
く
、
こ
の
結
果
、
尊
い

人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま

す。
台
風
が
く
る
と
、
暴
風
・
豪

雨
・
洪
水
な
ど
で
河
川
が
は
ん

ら
ん
し
た
り
、
家
屋
の
倒
壊
流

失
、
そ
れ
に
山
く
ず
れ
、
ガ
ケ

く
ず
れ
な
ど
の
発
生
か
ら
、
多

く
の
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら
各
家
庭

で
次
の
点
に
注
意
し
、
災
害
に

そ
な
え
ま
し
ょ
う
。

．

①
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

気
象
情
報
を
よ
く
聞
く
。

②
停
電
に
そ
な
え
て
懐
中
電

灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ

オ
な
ど
を
そ
な
え
て
お
く
P

③
河
川
の
近
く
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
川
の
水
か
さ
に
注

意
す
る
。

④
大
雨
が
続
く
と
ガ
ケ
く
ず

れ
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
ガ

ケ
の
近
く
の
人
は
注
意
す
る
。

⑤
窓
や
雨
戸
を
と
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
く
ぎ
で
と
め
る
か

板
を
は
る
か
し
て
補
強
す
る
。

◎
避
難
す
る
と
き
の
注
意

①
電
気
ガ
ス
な
ど
の
火
の
始

末
と
戸
じ
ま
り
を
す
る
。

②
老
人
、
子
供
、
病
人
、
身

体
障
害
者
、
妊
婦
の
い
る
家

庭
で
は
早
め
に
避
難
す
る
。

③
ま
わ
り
道
で
も
安
全
な
道

順
を
選
ん
で
避
難
す
る
。

自
凰
シ
ー
ス
ン
に

そ
な
え
て

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

環
境
美
化
デ
ー

冬CD苓冬30苓冬g苓冬c0苓冬g不立。条・冬G条・土g苓土c条・必co苓冬c条・立g苓舎条・冬g苓冬土条冬c0苓冬g苓

相談日 担当相 談員

8月25日 佐久保、戒野相談員

9月5日 森本、中野相談員

9月15日 福田、掘尾相談員

9月25日 谷本、兵頭、都谷相談員

腰まで水につかつて草刈を
（大谷川、広常部落）

ーヽ．：つれづれ戯評

ひこ栗のできごと i 

ぼ‘＜水永
したさ・・・・・0

ぼく島痒
し:t":J.・.・・・o 

｛ ｀ 占＇冷占＆ i ---------------------------------------------------------"-----------

（別表）
成 績 表

男 子 女 子

腫 目 }I頂1立 氏名（校 名） ｝順1立 氏名（校 名）

25m ① 中田 （正 山小 ）

2 珊（中野小）

自由型 3 松浦（予子好小）

50m ① 堀 （中野小）

3 桑原（ 中 野小）

自由型 2 大野（中野小）

100m 
3 金森（中野小） 3 上野 （中野小）

自由型

50m ① 曽根（中野小）

乎泳 3 高野（中野小）

背50m泳 2 大野（中野小） 2 椎野（中野小）

75m 
2 高野（中野小） ① 中田（正山小）個人メドレー

150m 
3 中野小 2 中野小メド レ ー リ レ ー

200m ① 中野小

① 中野小

リレー 3 正山小

75,,,,個人メドレー中田さん喜多郡新記録、 25'"'自由型堀君郡タイ記録

八
月
五
日
真
夏
の
太
陽
の
下

郡
内
十
六
校
二
百
二
十
人
の
小

学
生
が
集
い
、
当
町
町
民
プ
ー

ル
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

当
町
児
童
の
成
績
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

中
野
、
正
山
小
学
校
児
童
の

活
躍
は
、
特
に
め
ざ
ま
し
く
開

中
野． 

催
町
の
面
目
を
発
揮
し
て
く
れ

ま
し
た
。

今
後
も
「
み
ん
な
泳
げ
る
子

に
」
「
胸
に
み
ん
な
が
肱
川
バ
ッ

チ
を
」
を
目
標
に
し
て
、
児
童

の
体
力
の
向
上
、
精
神
力
の
育

成
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

正
山
小
児
童
大
活
躍

喜
多
郡
小
学
校
水
泳
教
室

一

‘
 


